










Impact of Doppler-derived left ventricular diastolic performance on 
exercise capacitγin normal individuals 
(心エコードプラ法による左室拡張動態が健常者の運動耐用能に及ぼす影響に
ついての研究)




















【結果】左室拡張動態の指標は運動耐用能の指標と良好な相聞を示した (A: r = .0.51， Pく0.0001，
E/ A : r=0.58， pく0.0001)0 --)jで、左室収縮動態の指標 (EF:r= -0.10， p=O.227)や左室心筋重量
(r=0.03， p=O.739)は運動耐用能と相関しなかった。心臓以外の指標も含めて多変量解析を行ったところ
運動耐用能の独立した予測因子はE!A(pく0.0001)、肺活量 (p=o.ooo、bodymass indcx (p=0.0003)、













左室拡張動態の指標は運動耐用能の指標と良好な相関を示した (E/A: r=O.58， p<O.OOOl)。一方で左
室収縮動態の指標は運動耐用能と相関しなかった。心臓以外の指様も含めて多変電解析を行ったところ運
動耐用能の独立した予測因子はE/A、肺活量、 bodymass indox、年齢、ヘモグロビン備であった。
このように、木研究において、健常者において左室拡張能の指標は運動耐尉能の独立した予測因子であっ
た。これらの結果から、健常者における左室拡張能の重要性が示唆され、非侵襲的に拡張能を評価しうる
心エコードプラ法の有用性が示された。
よって、本研究は左窒拡張動態が健常者の運動耐用能に及ぼす影響の解明に寄与しており、本研究者は、
博士(医学)の学位を授与されるのに値するものと認められた。
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